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路
北

洋

'" 

カ
ニ
か
ご
船
団
は、

4
月
日
日
と
日

日
に
北
洋
西
カ
ム
チ
ャ

ッ
カ
へ
|
|

サ
ケ
マ
ス
船
団
は
4
月
お
日
に
、
魚

津
港
経
団
港
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
北
洋
め
が

け
て
元
気
に
出
港
し
ま
し
た
。

写
真
は
、
無
事
で
航
海
す
る
よ
う
市

長
の
は
げ
ま
し
を
受
け
、

豊
漁
を
祈
る
家
族
や
関
係
者
の
見
送

り
を
受
け
な
が
ら
、
経
団

・
魚
津
港
を

出
港
す
る
カ

ニ
漁
船
団
。



4月臨時

市議会

4
月
臨
時
市
議
会
は
、

4
月
日
日
に
聞
か
れ
、
魚
津

市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
設
定
お
よ
び
魚

津
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
ち
う
房
工
事
請
負
契
約
に
つ

い
て
の
こ
議
案
が
提
出
さ
れ
、
市
長
の
提
案
理
由
説
明

の
あ
と
原
案
ど
お
り
審
議
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

改
正
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

-地方税法の改正に伴う一部改正・
一市税改正のあらまし一

ー
個
人
の
市
民
税

ω
所
得
控
除
が
次
の
と
お
り
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
。

項

目

改

正

現

行

基
礎
控
除
十
八
万
円
十
六
万
円

配
偶
者
控
除
十
八
万
円
十
五
万
円

扶
養
控
除
十
四
万
円
十
二
万
円

以
上
の
措
置
に
よ
り
、
夫
婦
、
子
供

二
人
の
給
与
所
得
の
課
税
最
低
限
は

百
一
万
円
(
現
行
八
十
六
万
円
)
と
な

り
ま
す
。

ω
寡
婦
控
除
、
障
害
者
控
除
、
老
年

者
控
除
及
び
勤
労
学
生
控
除
が
十
三

万
円
(
現
行
十
二
万
円
)
に
、
老
人
扶

養
控
除
、
配
偶
者
の
な
い
第
一
子
の

扶
養
控
除
及
び
特
別
障
害
者
控
除
が

十
六
万
円
(
現
行
十
四

'万
円
)
に
、
そ

れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

ω
障
害
者
、
未
成
年
者
、
老
年
者
又

は
寡
婦
に
つ
い
て
の
非
課
税
限
度
額

は
、
五
十
万
円
(
現
行
四
十
三
万
円
)

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

ω
個
人
の
白
色
申
告
者
の
専
従
者
控

除
の
控
除
限
度
額
が
二
十
万
円
(
現

行
十
七
万
円
)
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

Z

法
人
市
民
税

法
人
税
割
の
税
率
が
百
分
の

ω
二
百
平
方
米
以
下
の
住
宅
用
地
(

二
百
平
方
米
を
超
え
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
そ
の
上
に
存
す
る
住
居
一
戸

に
つ
き
二
百
平
方
米
ま
で
の
住
宅
用

地
い
わ
ゆ
る
小
規
模
住
宅
用
地
)
に

つ
い
て
は
課
税
標
準
は
評
価
額
の
四

分
の
一
の
額
で
す
。

ω
小
規
模
住
宅
用
地
の
昭
和
的
年
度

及
び
昭
和
印
年
度
の
固
定
資
産
税
額

は
、
評
価
額
の
四
分
の
一
の
額
が
昭

和
必
年
度
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き

額

を

超

え

る

と

き

は

、

昭

和

必

年

度

認

番

号

名

称

の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
に
ょ
っ
と

1

魚
津
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

て

算

定

し

た

税

額

で

す

。

制

2

魚
津
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
お
よ
び
費
用
弁
償
に
関
す

ω
個
人
の
所
有
す
る
非
住
宅
用
地
に
怠
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

係
る
昭
和

ω年
度
及
び
昭
和
印
年
度
羽

3

魚
津
市
議
会
議
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
お
よ
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の

の
固
定
資
産
税
額
は
、
現
行
制
度
に
艇
一
部
を
改
正
す
る
条
例

よ
る
、
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
が

3
4
魚
津
市
長
、
助
役
お
よ
び
収
入
役
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

前
年
度
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
護
る
条
例

の
一
・
五
倍
を
超
え
る
と
き
は
、
前
ね

5

魚
津
市
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

年
度
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
の
艇

6

職
員
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

一
・
五
倍
の
額
に
よ
っ
て
算
定
し
た
際

7

魚
津
市
土
地
開
発
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

税
額
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
前
際

8

魚
津
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
の
設
定

年
度
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
の
怠

9

魚
津
市
精
神
薄
弱
児
通
園
施
設
条
例
の
設
定

一
・
五
倍
の
額
の
価
格
に
対
す
る
割
醐
叩
魚
津
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

合
が
、
昭
和

ω年
度
に
あ
っ
て
は
百
日
魚
津
市
交
通
遺
児
福
祉
年
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

分
の
三

O
、
昭
和
印
年
度
に
あ
っ
て
ロ
魚
津
市
中
小
金
業
振
興
条
例
の
設
定

は
百
分
の
六

O
未

満

で

あ

る

も

の

に

魚

津

市

都

市

計

画

つ
い
て
は
、
当
該
各
年
度
に
お
け
る
す
る
規
程
の
設
定

-
五
(
現
行
百
分
の
九
・
七
)
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。
(
昭
和
的
年
5
月
1

日
以
後
に
終
了
す
る
事
業
年
度
分
か

ら
適
用
)

a
宅
地
等
の
固
定
資
産
税

課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
を
そ
れ
ぞ

れ
の
価
格
の
百
分
の
三

O
の
額
又

は
百
分
の
六

O
の
額
と
し
ま
す
。

き
れ
て
当
市
で
は
「
電
気
税
」
だ
け
と

な
り
ま
す
が
、
免
税
点
が
千
円
か
ら

千
二
百
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
、

6
月

1
日
以
後
の
使
用
分
か
ら
適
用
さ
れ

ま
す
。

4.
軽
自
動
車
税

身
体
障
害
者
の
方
は
、
軽
自
動
車

税
を
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
血
開
示

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
精
神
に
障
害
暖

4
月
1
日
告
示

が
あ
り
歩
行
困
難
な
方
も
申
請
に
よ
と
日
予
算
の
公
表
に
つ
い
て

り
減
税
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
眠
時
魚
津
市
物
価
対
策
事
務

広

綱

の

制

定

5.
電

気

税

略

事
口
決
算
の
公
表
に
つ
い
て

今
ま
で
の
「
電
気
ガ
ス
税
」
が
分
離
竪

4
月
8
日
告
示

耳
目
魚
津
市
議
会
臨
時
会
の
招
集

交
付
さ
れ
た
条
例
規
則

4
月

1
日
交
付

2 



珂関守

住

民

大福

"
凶
作
つ
く
し
学
園
誕
生
*

市
内
友
道
地
内
に
精
薄
児
通
園
施
設

「
つ
〈
し
学
園
」
が
完
成
し
、

4
月
日

日
開
図
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

，

入
園
定
数
三

O
名

こ
の
施
設
の
入
固
定
数
は
三

O
名
で
、

職
員
は
園
長
代
理
の
外
七
名
が
常
時
指

導
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

県
東
部
に
お
け
る
唯
一
の
施
設
で
、
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
に
よ
る
通
園
指
導
が
行
わ

れ
ま
す
。
宮

@
l
3
2
4
0

‘

誕

生

し

・た

学

園

4

司

学

園

の

指

導

室

U

魚
津
都
市
計
画
事
業
加
積
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
規
程
の
一
部
を
改

正
す
る
規
程
の
設
定

時
魚
津
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
条
例
の
設
定

日
魚
津
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

げ
魚
津
市
地
域
下
水
道
条
例
の
設
定

日
魚
海
市
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
設
定

4
月
日
日
交
付

総
工
費
ニ
、

O
四

九

万

円

凶

魚

津

市

税

条

例

の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

こ
の
建
物
は
、
鉄
骨
平
屋
建
で
面
積
氏

4
月
1
日
交
付

八
八
平
方
メ
ー
ト
ル
の
近
代
的
な
建
車

5

魚
津
市
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

物
で
、
指
導
室
や
集
会
室
な
ど
か
ら
な
転

6

魚
津
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
総
工
費
は
二
、

0

3

7
魚
津
市
精
神
薄
弱
児
通
園
施
設
条
例
施
行
規
則

四

九

万

円

を

要

し

ま

し

た

。

暖

8

魚
津
市
児
童
手
当
事
務
取
扱
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

d

司

学

園

部

門

W
9
魚
津
市
母
子
寮
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

回
日
魚
津
市
中
小
企
業
等
振
興
条
例
施
行
規
則

Z
U
魚
津
市
地
域
下
水
道
条
例
施
行
規
則

嗣
ロ
保
留
地
の
処
分
手
続
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

a
u
魚
津
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

E
U
魚
津
市
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

4
月
ロ
日
交
付

日
魚
津
市
職
員
の
管
理
職
手
当
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

*福祉センター落成*

札百楽荘・みんなで、使用しようも

市
内
に
居
住
す

る
お
年
寄
り
の
方
、

お
よ
び
か
ら
だ
の

不
自
由
な
人
の
い

ろ
い
ろ
な
相
談
と
、

健
全
な
い
こ
い
の

場
と
し
て
、
さ
ら

に
心
身
の
健
康
増

進
を
図
る
た
め
に

建
設
中
で
あ
り
ま

し
た
魚
津
市
福
祉

セ
ン
タ
ー
百
楽
荘

が
こ
の
ほ
ど
完
成

し
ま
し
た
の
で
皆
様
に
利
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
そ
の
施
設
の
概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

マ
名
称
魚
津
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
百
楽
荘

マ
場
所
魚
津
市
上
村
木
六
一
五
番
地

マ
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
平
屋
建

一、

O
三
三
・
四
二
平
方
米

マ
建
物
の
内
容

大

広

間

ご

一

O
畳
)

個

室

七

・

五

畳
(
ニ
)
六
畳
(
二
)

身
障
者
室

機
能
回
復
訓
練
室

集
会
室
兼
図
書
室

浴

場

3 

4
『
落
成
し
た
百
楽
荘
玄
関
ロ
ビ

l

マ
使
用
の
方
法

使
用
し
よ
う
と
す
る
人
は
あ
ら
か
じ

め
魚
津
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
備
え
て

あ
る
、
利
用
申
込
書
で
申
込
み
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
宮

@
l
3
2
4
1

マ
開
館

5
月
7
日

マ
使
用
時
間
午
前
9
時
か
ら
午
后
6

時
ま
で

マ
休
館
日
毎
週
月
曜
日
と
ロ
月
泊
日

か
ら
翌
年
の

1
月
3
日
ま
で

マ
料
金



こ
の
た
び
新
し
い
人
権
擁
護
委
員
に

木
下
庄
作
さ
ん
に
変
わ
り
、
平
井
基
弘

さ
ん
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
を
犯
さ
れ

た
人
の
申
告
に
よ
っ
て
、
た
だ
ち
に
地

方
法
務
局
と
連
絡
を
と
っ
て
調
査
し
、

人
権
侵
犯
の
事
実
が
明
ら
か
に
な
れ
ば

そ
の
事
件
に
も
っ
と
も
適
し
た
方
法
で

被
害
者
を
救
済
し
、
円
満
解
決
に
あ
た

ら
れ
ま
す
。

人
権
相
談
に
は
、
む
ず
か
し
い
手
続

き
も
い
り
ま
せ
ん
し
、
無
料
で
相
談
に

h
 .. 
25SE---Ez--zz=v・g・-
z
s
Z聖書
ZEz--=z---守
伽
応
ず
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

川
み
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
ね
、
園
川
市
内
の
人
権
擁
一
竃
委
員
は
次
の
と
お

川
民
年
金
制
度
も
年
ご
と
に
改
正
さ
れ
、
川
り
で
す
。

伽
年
金
額
も
大
巾
に
引
上
げ
ら
れ
て
ま
い
伽
マ
島
津
ゆ
き
ゑ
(
六
郎
丸
・
団
体
役
員
)

伽

り

ま

し

た

。

伽

マ

本

田

正

一

(

経

団

中

町

・

農

業

)

明
ま
た
、
今
日
の
よ
う
に
日
増
に
物
価
叫
マ
小
川
政
竹
(
本
江
・
司
法
書
士
)

川
が
上
昇
し
て
き
ま
す
と
年
金
額
も
そ
れ
川
マ
野
崎
重
次
郎
(出
・
農
業
)

マ
平

山
に
見
合
っ
て
増
額
す
る
を
い
う
ス
ラ
イ
川
井
基
弘
(末
広
町
・
医
師
)

脚
ド
制
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
川

町
「
老
後
は
主
人
の
年
金
で
:
:
:
」
と
お
叫

主

EZEz---ESSE-gZBEES--z-EE・
g-晶・
2
2号
制
考
え
の
奥
様
、
あ
な
た
自
身
の
名
前
で

同
時
単
来
同

3
、

ァ

年

金

が

受

け

ら

れ

る

こ

と

は

、

素

晴

ら

E
3
4
f
-
J
，e

ノ

.

し

い

こ

と

だ

と

思

い

ま

せ

ん

か

。

早
速
、
国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
、
将

来
は
、
夫
婦
そ
ろ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
老

令
年
金
を
手
に
、
明
る
い
老
後
を
暮
ら

せ
る
よ
う
準
備
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。

老
令
年
金
の
他
に
、
不
幸
に
し
て
病

気
や
ケ
ガ
を
さ
れ
た
場
合
は
障
害
年
金

百
楽
荘

身

障

者

室

‘

国
民
年
金
の

加
入
手
続
は

お
す
み
で
す
か
?

ご
家
庭
の
奥
様
方
、
国
民
年
金
に
は
、

希
望
加
入
(
任
意
加
入
)
と
い
う
し
く

人
権
擁
護
委
員
に

平
井
さ
ん
委
嘱

が
、
ま
た
ご
主
人
に
万
一
の
こ
と
が
あ

っ
た
場
合
は
、
厚
生
年
金
等
に
あ
わ
せ

て
、
母
子
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

寡
婦
年
金
、
死
亡
一
時
金
も
あ
り
ま
す
。

掛
金
は
一
か
月
九

O
O円
で
す
。

き
あ
、
今
す
ぐ
加
入
手
続
を
い
た
し

ま
し
ょ
う
市
民
標
国
保
年
金
保
で
は
、

あ
な
た
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

移
住
す
る
関
口
さ
ん

介
護
手
当
支
給

申

請

を

お
忘
れ
な
く

心
身
に
重
い
障
害
が
あ
る
人
を
、
日

夜
介
護
し
て
い
る
方
に
、
市
で
は
月
二

千
円
の
手
当
を
支
給
し
て
ま
す
。

次
に
該
当
す
る
方
で
、
ま
だ
申
請
を

し
て
い
な
い
方
は
、
市
社
会
福
祉
隈
へ

印
鑑
持
参
の
う
え
至
急
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

ω身
体
障
害
者
手
帳
一
級
所
持
者
、
又

は
I
Q
m
以
下
で
、
常
時
介
護
を
要
す

る
者
の
保
護
者
。

ω満
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
引
き
続
き

三
ヶ
月
以
上
が
床
し
、
食
事
、
入
浴
、

排
便
等
に
常
時
介
護
を
要
す
る
者
の
保

護
者(

な
お

ωに
つ
い
て
は
、
身
障
手
帳
、

も
し
く
は
児
童
相
談
所
の
証
明
書
、

ωに
つ
い
て
は
、
医
師
の
証
明
書
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
)

関

口

道

雄

さ

ん

|

|
ブ
ラ
ジ
ル
へ
|

|

市
内
木
下
新
在
住
の
関
口
正
一
き
ん

の
二
男
、

関
口
道
雄
さ
ん
が
技
術
指
導

の
た
め
、
ブ
ラ
ジ
ル
国
へ
海
外
移
住
さ

れ
ま
す
。
こ
の
た
め
お
日
市
長
公
室
で

壮
行
会
が
聞
か
れ
、
清
河
市
長
か
ら
激

励
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
餓
別
と
記
念

品
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

関
口
さ
ん
は
、
魚
津
工
業
高
校
を
昭

和
位
年
3
月
に
卒
業
さ
れ
、
今
年
3
月

神
奈
川
県
立
泰
野
高
等
職
業
訓
練
校
を

卒
業
さ
れ
ま
し
た
。

ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、
ブ
ラ
ジ
ル

・
ヤ
ン

マ
ー
デ
ィ
ー
ゼ
ル
株
式
会
社
に
勤
務
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
出
発
は
、

5
月
ロ
日
羽
田
空
港
か
ら
の
予
定
で
あ

り
ま
す
。

4 
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富
山
県
に
お
け
る
最

低
賃
金
が
次
の
と
お
り

決
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

即
時
す
べ
て
の
事
業
主
は
、

こ
の
最
低
賃
金
額
を
下

廻
る
賃
金
で
労
働
者
を

使
用
し
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
又
、
常
時
作
業
場

等
の
見
易
い
場
所
に
掲

示
し
労
働
者
に
周
知
さ

せ
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
最
寄
り
の

労
働
基
準
監
督
署
へ
間

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

対 象産業 賃 金

1日 1，265円 (1時間 160円 )
繊維産業

1，200円 (1時間 150円)

製木家材具造業・・ 装木備製品品
1日 1，300円 (1時間 163円)

1，230円 (1時間 154円)

パルプ・紙・紙 1日 1，330円 ( 1時間 167円)

加工品製造業 1，250円 (1時間 157円)

1日 1，350円 (1時間 169円 )
食料品製造業

1，250円 ( 1時間 157円)

プラスチック 1日 1，400円 ( 1時間 175円)

製品製造業 1，230円 (1時間 154円)

1日 1，610円 (1時間 202円)
機械・金属

1，500円 (1時間 188円 )
製品等製造業

1，410円 (1時間 177円)

却業売(飲業食問・を小含売む) 1日 1，440円 ( 1時間 180円 )

理容師・美容円師
理容業・美容 1日 1，300P3 (1時間 150円)
業 そ σ3 他

1日 1，080円 ( 1時間 135円)

クリーニング 1日 1，300円 (1時間 163円)

業 1，200円 (1時間 150円 )

同出版関・連印産刷業・ 1日 1，500円 (1時間 188円)

{デ自ー動ラー車及び整自家備用を業含む)1日 1，670円 (1時間 209円 )

上記以外の産 1日 1，200円 (1時間 150円 )

業 1，120円 (1時間 140円 )

有
交
斤
人
事
移
助

司
f
z
rノ
司
泰
E

4
月
1
日
付
け
で
次
の
と
お
り
移
動

が
あ
り
ま
し
た
。
(
課
長
級
の
み
登
載
)

新

氏

名

総
務
部
市
民
課
長
藤
田
伝
三
郎

民
生
経
済
部
生
活
環
境
課
長
村

鍋

つ

く

し

学

園

長

菅

原

隆

市
民
会
館
長
川
上
正
ニ

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

木
下
直
作

* 
Z争

E宇

* 
E宇

* 
E宇

* 

* 

5 

合* * * * 
休
日
診
療
医
の
お
知
ら
せ

* 
こ
の
た
び
魚
津
市
医
師
会
の
協
力
に

合
よ
り
、
年
間
を
通
じ
「
休
日
診
療
」
の

合
当
番
医
を
毎
月
広
報
に
掲
載
お
知
ら
せ

会
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

-Rマ
休
日
診
療
医
に
診
察
を
受
け
ら
れ
る

会
方
は
、
次
の
事
項
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

*
①
休
日
診
療
と
は
、日
曜
日

・
祝
日
(国

民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
昭
和
お
年
法

食
律
第

m号
に
基
く
)
、
年
末
(
ロ
月
出

合
臼
)
、
年
始

(
1
月
2
日
、
3
日
)

ム
K

孟
蘭
盆

(
8
月
U
日
目
日
凶
日
)
の
こ

*
と
を
い
い
ま
す
。

食
②
診
療
時
間
は
、
当
日
午
前
9
時
1
午

*
後
5
時
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、
こ
の
時



真
成
寺
町
に

若
い
工
学
博
士
誕
生淘博士川上

に学 ま 春 を 卒
よで専し北経業川
る」攻た海てき上
工扇学。道北れ淘
学形科 大 海 、 博
博腹は 学道西 士
士板、 大 大 部 は
学 の 橋 学 学 中
位座梁 院 に 学 大
を屈 学 を進・町
取の、 卒 ま 魚 小
ら 研 構 業れ津学
れ究造 き、高校
た」力 れ今校を

鵬酬削除州側
燥め -. -
し春山雪 w 
切先 に が -1_ 

つの行消 ユぺ
ご自大失 自 事
て護25 然 の
ーやくヤ愛予
寸枯な|
し草りを 護防

ま架
火どすし をと
気がむ

水
道
局
で
は
、
今
年
度

も
水
道
料
金
の
集
金
を
次

の
方
に
そ
れ
ぞ
れ
担
当
地

区
を
決
め
委
託
し
ま
し
た
。

集
金
委
託
人
が
伺
っ
た

時
は
、
納
付
書
の
内
容
を

確
認
さ
れ
て
納
入
願
い
ま

す
。
ま
た
、
あ
ら
か
じ
め

集
金
の
日
時
を
集
金
委
託

人
に
申
し
出
ら
れ
て
な
る

べ
く
集
金
に
ご
協
力
く
だ

去
」
い
。

治
ち
し、、

み
久
イ事

区

青

地

道坂

横枕

袋、六郎丸

吉島住宅、立石、吉島新町

晴海ケ丘、六郎丸、相木、

吉島、高校前

宮津

住吉

下中、三ケ

友道 l

本江

三田

印田

石垣

仏田、下道住宅、北中、

青島、青島住宅、青島雇

用促進住宅

文化町、双葉町、本町 2丁

目、真成寺町、新宿

上村木、村木、本新、火

の宮、金浦町

北鬼江、国鉄アパート、

釈迦堂、本江 2、並木町

新金屋 1、新金屋 2
友道、諏訪1.2.4.5、本町

1丁目、新角川 1丁目、

新角川 2丁目、大光寺、

上口 2丁目

大光寺、中央通り 1丁目、

中央通り 2丁目、火の宮

町、諏訪町 3、港町、新

角)111丁目、上口 2丁目

住吉 2、三ケ町

天神地区

金集

成田すゾ子

広瀬春枝

仲俣甚作

沢田悦子

荒木禎子

村上清 作

寺田せっ

高橋丈 信

中島尚 子

中島千恵子

長田みどり

佐々田たあ

只石義雄

高橋美恵子

玲子

谷林寿美子

文子

洋子

名

川岸みゆき

北野

油本

浜住

氏委託人住所

道 坂

横枕

六郎丸

吉島住宅

津

吉

ケ

道

江

田

回

垣

島

木

宿

島

新角)111丁目

本町 1丁目

新

宮

住

三

友

本

三

印

石

青

村

食
間
以
外
の
診
療
は
か
か
り
つ
け
の
医
師

合

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

会
③
休
日
診
療
は
、
原
則
と
し
て
宅
診
(
当

合
番
医
の
診
療
所
)
で
行
な
い
ま
す
。
又
往

会

診
に
つ
い
て
は
、
当
日
の
診
療
施
設
が

*
必
要
に
応
じ
処
置
し
ま
す
の
で
当
番
医

会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

-Rマ
5
月
3
日

1
宮
元
医
院
鴨
川
町
宮
間

1
1
1
司

i
q
o
n
y
q
o

会
マ

5
月

5
日

l
森
本
医
院
新
金
屋
一
丁

*
目
宮
ω
1
1
2
5
3

会
マ

5
月

6
日

1
浦
田
病
院
本
江
宮

ωー

*
5
0
5
4
 

会

マ
5
月
ロ
日

1
片
貝
診
療
所
島
尻
告
側

*
1
1
8
2
0
8
 

合

マ

5
月
刊
日

l
浦
田
病
院
本
江
宮

ωー

5
0
5
3
 

*
 

会
マ

5
月
初
日

l
青
木
医
院
鴨
川
町
宮
仰

l
l
g
n
u
q
o
p
O
内

L

-R 

昌次

4町 <(:{ * <(:{ 

6 

4・

会*会

つ住

い民
て検
お診
安日と
ら成
せ人

病
検
診

昭
和
的
年
度
住
民
検
診
及
び
成
人
病

合

検
診
を
5
月
か
ら
日
月
に
か
け
て
お
こ

会
な
い
ま
す
。
住
民
検
診
に
よ
る
「結
核」

合
の
早
期
発
見
、
成
人
病
検
診
に
よ
る
「
高

会
血
圧
症
心
臓
病
」
な
ど
循
環
器
系
疾
患

合
の
診
断
は
、
健
康
保
持
の
た
め
大
変
重

会
要
な
事
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
こ
ぞ
っ

合
て
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

関口天神野新



多
数
が
出
席
し
て
、
盛
大
に
竣
工

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
荷
捌
所
の

I
'

完

成

に

よ

り

、

魚

津

市

の

漁

業

が

大

"

新

川

広

域

圏

勤

労

い

に

発

展

す

る

も

の

と

期

待

さ

れ

て

青

少

年

ホ

l
ム
完
成
“

い
ま
す
。

ー

5
月
オ
ー
プ
ン
|

荷
捌
所
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
一
部
二
階
建
で
、
荷
捌
所
一
、
〉
〉

t
〈
〈
く
く

j
tく
5
〉

t
i
iくく

J

二
0
0平
方
メ
ー
ト
ル
、
販
売
事
務
こ
の
ホ
!
ム
は
、
働
く
青
少
年
の
み

所
二
四

0
平
方
メ
ー
ト
ル
、
漁
具
倉
な
さ
ん
が
仕
事
の
休
み
や
余
暇
を
た
の

庫
四
八

0
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
大
な
し
く
す
ご
し
、
明
日
の
勤
労
の
力
を
養

も
の
で
、
近
代
的
な
附
属
設
備
を
そ
い
、
仕
事
や
雑
念
を
は
な
れ
て
、
た
の

な
え
た
立
派
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。
し
い
ふ
ん
い
気
の
な
か
で
、
明
日
へ
の

さ
ら
に
、
経
団
港
の
修
築
事
業
の
噂
新
し
い
意
欲
を
養
う
た
め
に
、
い
ろ
い

進
捗
と
と
も
に
、
漁
港
設
備
と
し
て
、
ど
ろ
の
設
備
が
と
と
の
え
ら
れ
て
い
て
、

油
タ
ン
ク
、
冷
ゾ
、
貯
水
、
砕
氷
、
健
全
な
青
少
年
を
育
成
す
る
た
め
の
グ

船
揚
施
設
や
、
船
員
の
厚
生
施
設
な
ル
ー
プ
活
動
や
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を

ど
昭
和
日
年
完
成
を
目
ざ
し
て
着
々
楽
し
み
、
仕
事
や
生
活
の
悩
み
な
ど
相

計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
談
が
あ
れ
ば
、
一
緒
に
考
え
協
力
も
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

・
口
問
川
凶
州
制
川
副
uu

設

置

場

所

設

置

主

体

建

物

の

構

造

建
物
の
延
面
積

建

築

費

竣

工
設
置
の
た
め
の

協
力
団
体
等

経団漁協新荷捌所竣工

6，600万円

1，920 m2 

総工費

延面積

こ
の
荷
捌
所
は
、
経
団
漁
港
修
築
事

業
に
あ
わ
せ
て
、
経
団
漁
業
協
同
組
合

が
総
工
費
約
六
千
六
百
万
円
を
投
じ
て

完
成
し
た
も
の
で
、

4
月
日
日
に
県
知

事
代
理
や
、
清
河
市
長
は
じ
め
関
係
者

富
山
県
下
新
川
郡
入

善
町
下
飯
野
制
番
地

(
園
家
山
キ
ャ
ン
プ

場
東
側
)

新
川
広
域
圏
事
務
組

合鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
3
階
建

一、
宍
玉
、=百
五肘

九
二二一天口
、0

0
0
円

昭
和
的
年
3
月

労
働
省
、
中
小
企
業

退
職
金
共
済
事
業
団

富
山
県

* 

• 
利

用

で

き

る

人

* 
〔
一
般
住
民
検
診
〕

新
川
広
域
(
魚
津
市
、
黒
部
市
、
ム
M

マ
結
核
予
防
法
に
基
づ
く
一
般
住
民
検

宇
奈
月
町
、
入
善
町
、
朝
日
町
)
内
に
*
診
は
全
市
民
が
対
象
で
す
。
日
時
・
場

在
住
し
、
或
い
は
、
勤
務
す
る
お
歳
未
食
所
、
該
当
地
区
は
そ
れ
ぞ
れ
毎
月
の
広

満
の
青
少
年
、
及
び
館
長
が
適
当
と
認
*
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
最
寄
の
場
所

め
た
人
が
利
用
で
き
ま
す
。
「
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
左
記

日
川
l

川
l
川
l
J
1
4汁
|
」
.
の
人
は
施
設
、
事
業
所
組
合
で
そ
れ
ぞ

・

一

利

用

の

手

続

き

一

「
同
l
M
I
M
-同
l
凶
円
-
H
L

れ
受
診
さ
れ
ま
す
の
で
該
当
し
ま
せ
ん
。

ホ
l
ム
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
人
は
、
食
①
乳
幼
児
②
在
学
中
の
者
③
ク
リ
|
ニ

利
用
証
を
所
持
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
*
ン
グ
業
態
者
④
理
美
容
師
⑤
勤
務
先
で

ま

せ

ん

。

食

定

期

的

に

検

診

す

る

人

⑥

結

核

で

現

在

利
用
証
の
交
付
を
希
望
す
る
人
は
、

-R治
療
中
の
人
⑦
昨
年
検
診
を
受
け
て
発

関
係
市
町
の
教
育
委
員
会
、
或
い
は
ホ
合
病
の
お
そ
れ
が
あ
@
と
注
意
さ
れ
た
人

l
ム
備
え
付
け
の
利
用
証
交
付
申
請
書

*
マ
右
記
以
外
の
方
に
は
そ
れ
ぞ
れ
個
人

に
本
人
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、
会
あ
て
に
通
知
書
が
ま
い
り
ま
す
。

現
住
所
な
ど
記
入
の
上
、
事
業
主
の
証
V
5
月
の
日
程
(
午
前
の
部
)

-R 

明
を
得
て
、
窓
口
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
マ
5
月
詑
日
午
前
9
時
初
分
1
日
時
初

食

一
室
以
上
を
占
用
し
て
利
用
す
る
場
分

l
日
カ
社
宅
青
島
会
館

合
は
、
事
前
に
申
し
込
ん
で
承
認
を
受
合
マ
5
月
幻
日
午
前
9
時
ぬ
分
1
日
時
叩

け
て
く
だ
さ
い
。
利
用
証
を
入
館
の
つ
食
分

1
市
役
所

ど
窓
口
で
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
利
用
*
マ
5
月
M
日
午
前
9
時
加
分
1
日
時
却

証
の
有
効
期
間
は
一
ヶ
年
で
す
。
会
分

l
道
下
公
民
館

1
4ー
リ
ー
-

H
」

*

5

月

白

日

l
午
前
9
時
初
分

1
日
時

用
.

案

内

一

，

問
l
l国
|

|

問

」

会

初

分

l
経
団
連
絡
所

平

・

日

午

後

O
時
台
V
(
午
後
の
部
)

初
分

1
午
後
9
時

・

マ
5
月

n
日
午
後
1
時
i
3
時
l
老
人

女

日
曜
祭
日
午
前
日
時
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
百
楽
荘
)

*
 

初
分
i
午

後

7

時

マ

5

月

幻

日

午

後

1
時
i

3
時

1
魚
津

毎
週
火
曜
日
と
祝
祭
日
安
保
健
所

の

翌

日

*

マ

5

月

μ
日
午
後
1
時
1
3
時

1
勤
労

年
末
年
始
(
ロ
月
却
日
食

青
少
年
ホ
ー
ム

1
1
月
3

日

)

汁

〔

成

人

病

検

診

〕

無

料

公

8

0

七
歪
⑫

2
7
8
8
*
マ
対
象
者
は
お
歳
i
M
歳
マ
検
診
内
容

7 

• 
手リ

L
開
館
時
間

Z
休

館

日

a利
用

料

4
連

絡

先



読
書
の
す
す
め

(3) 

"
4
1
5
歳
で
決
ま
り
ま
す
“

読
書
生
活
の
基
礎
を
き
ず
く
最
も
た

い
せ
つ
な
と
き
で
、
も
の
の
み
か
た
が

は
っ
き
り
し
て
き
で
、
す
じ
の
あ
る
お

話
に
興
味
を
も
ち
、
生
活
の
周
囲
に
あ

る
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
つ
い
て
、
知
り

た
が
り
屋
に
な
り
ま
す
。

子
ど
も
は
5
歳
に
な
る
と
、
か
な
り

複
雑
な
物
語
も
理
解
で
き
、
場
所
の
う

つ
り
か
わ
り
、
時
の
経
過
も
わ
か
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
こ
と
ば
や
物
語
の
構

成
の
リ
ズ
ム
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
、

物
語
の
主
人
公
に
同
化
し
て
絵
本
の
世

界
に
遊
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
こ
ろ
の
子
ど
も
の
読
書

興
味
が
昔
ぱ
な
し
の
世
界
に
合
致
し
て

い
る
こ
と
か
ら
「
昔
ぱ
な
し
期
」
と
も

い
わ
れ
、
昔
ぱ
な
し
を
与
え
る
の
に
、

も
っ
と
も
適
し
た
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

物
語
の
本
質
を
と
ら
え
た
絵
の
あ
る

昔
ぱ
な
し
絵
本
、
子
ど
も
が
同
化
で
き

る
主
人
公
の
活
躍
す
る
絵
本
、
そ
し
て

芽
ば
え
た
知
識
欲
を
満
足
さ
せ
る
科
学

絵
本
を
与
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

絵
本
で
は
、
色
彩
が
鮮
明
で
、
描
写

の
正
確
な
絵
と
、
簡
潔
で
リ
ズ
ミ
カ
ル

な
文
と
が
調
和
し
た
も
の
を
、
絵
を
見

せ
な
が
ら
、
読
み
き
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
時
期
に
は
、
と
く
に
絵
を
注
意

し
て
、
こ
ま
か
く
見
る
習
慣
を
つ
け
る

こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
の
で
、
絵
本
に

か
い
で
あ
る
文
章
を
、
そ
の
ま
ま
読
み

き
か
せ
る
だ
け
で
な
く
、
話
し
あ
っ
た

り
、
想
像
さ
せ
た
り
、
説
明
し
た
り
し

て
、
適
当
な
ヒ
ン

・ト
を
与
え
る
こ
と
に

よ
り
、
イ
メ
ー
ジ
を
よ
り
正
確
に
、
よ

り
豊
か
に
心
の
中
に
定
着
さ
せ
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

h

ぬ
w
v
h倒
イ

こ
れ
は
、
こ
の
上
の
段
階
で
、
耳
か

ら
だ
け
の
読
み
き
か
せ
に
よ
っ
て
、
自

分
で
心
の
中
に
映
像
を
か
い
た
り
、
さ

ら
に
文
字
を
お
ぼ
え
、
絵
と
対
象
し
な

が
ら
自
分
の
力
で
読
ん
で
い
く
、
高
度

な
読
書
に
進
む
と
き
の
役
に
立
ち
ま
す
。

い
つ
も
つ
き
き
り
で
指
導
で
き
な
く

て
も
、
何
冊
か
を
で
き
る
だ
け
く
わ
し

く
て
い
ね
い
に
話
し
あ
い
し
て
あ
げ
る

と
、
ひ
と
り
で
絵
本
を
見
る
時
も
、
そ

の
よ
う
な
見
か
た
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
指
導
は
、
ひ
と
り
立
ち

し
て
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
時
に
も
平

行
し
て
で
き
る
だ
け
つ
づ
け
て
い
た
だ

き
た
い
も
の
で
す
。

な
お
、
本
の
え
ら
ぴ
か
た
で
は
、
早

く
か
ら
好
み
を
狭
く
固
定
せ
ず
、
材
料

を
広
く
多
様
に
と
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

お
話
し
あ
い
に
は
、
教
訓
の
押
し
つ

け
や
知
識
の
つ
め
込
み
は
禁
も
つ
で
す
。

基
礎
的
な
耕
や
し
が
よ
く
な
さ
れ
れ

ば
、
ひ
と
り
で
に
文
章
ゐ
じ
よ
う
ず
に

読
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
ら
、
あ
せ

る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。
心
か
ら
楽
し

ん
で
、
本
の
中
に
ひ
た
れ
る
子
に
育
て

る
こ
と
が
先
決
で
す
。

"
4
1
5
歳
児
と
科
学
の
本
“

こ
ど
も
の
た
め
の
科
学
の
本
と
い
う

と
、
す
ぐ
に
図
鑑
や
観
察
絵
本
を
お
考

え
に
な
る
方
が
多
い
と
お
も
い
ま
す
。

し
か
し
、
な
ん
と
も
な
く
目
に
し
、

生
活
し
て
い
た
自
然
の
中
に
、
い
ろ
い

ろ
の
ド
ラ
マ
や
よ
ろ
こ
び
が
絵
本
を
通

し
て
知
る
こ
と
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て

は
新
し
い
世
界
の
発
見
で
す
。
こ
れ
が

科
学
の
世
界
へ
の
最
初
の
と
ぴ
ら
で
す
。

「
か
わ
」
「
ゆ
き
の
ひ
」
の
よ
う
な
社

会
現
象
を
あ
つ
か
っ
た
も
の
、
「
た
ね
の

り
ょ
こ
う
」
「
じ
め
ん
の
う
え
と
じ
め
ん

の
し
た
」
「
た
ね
を
そ
だ
て
よ
う
」
「
う
う

き
は
ど
こ
に
も
」
の
よ
う
に
自
然
現
象

を
あ
つ
か
っ
た
絵
本
、
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
図
鑑
は
む
し
ろ
補
助
的
な
役

割
を
果
た
す
も
の
で
し
ょ
う
。

こ
の
場
合
で
も
、
何
か
を
教
え
る
、

学
ば
せ
る
、
お
ぽ
え
き
せ
る
と
い
っ
た

こ
と
を
目
標
と
す
る
の
で
は
な
く
、
本

を
み
る
た
の
し
み
や
、
自
然
に
対
す
る

新
鮮
な
驚
き
、
知
る
よ
ろ
こ
び
を
子
ど
み

H
I血
圧
測
定
、
検
尿
、
聴
打
診
、
体
位

も
が
味
わ
う
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。

合
測
定

食
マ
日
時
・
場
所
右
記
一

般
住
民
検
診
と

*
同
一

合食

生
ワ
ク
チ
ン
の
服
用

投
与

「
小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン
の
服
用
(
投

与
)
を
次
の
日
程
で
行
な
い
ま
す
。

-
R
V
該
当
者

l
第

一
期
(
初
回
の
人

)
1

1

食
昭
和
必
年
7
月
1
日
i
m
w
年
1
月
訂
日

号

J
ま
で
の
出
生
者

一一

-
会
マ
第
二
期
(
二
回
目
の
人

)
1昭
和
必

V

*
年
2
月
1
日
i
必
年
6
月
初
日
ま
で
の

ι

食
出
生
者

』

占
胃
マ
そ
の
他
H
H
昭
和
灯
年
7
月
1
日
i
錯

。
図
書
館
は
こ
ん
な
サ

l

会
年
1
月
訂
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
の
う

ピ
ス
を
し
て
い
ま
す
市
合
ち
、
今
ま
で
に
都
合
が
悪
く
二
回
飲
ま

な
か
っ
た
人
。

会

?
+
E
図
書
館
の
本
は
+
4
1
f
+
ι
'

+

だ

れ

で

も

無

料

で

ト

一

円
+
i
T
4
1
+
i
T
か
り
ら
れ
ま
す
l
+
1*
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月5月5 5 5 

2月1 
種接月 月

2928 23 22 日
日日 日 日 日

昔aらぎe 事
吉島含雪天大町世量

布施西片貝、
上F本住吉 該地区当

い 上野方
村木

同 同 同
会館民魚津市

場

右 右 右 所

館
内
で
は
:
:
:
本
を
館
内
で
よ
む
ニ
と
食

が

で

き

ま

す

。

*

館
外
貸
出
:
:
:
本
を
か
り
て
家
で
よ
む
女

こ
と
が
で
き
ま
す
。
*

観
書
相
骸
:
:
:
読
書
や
文
献
調
査
に
つ
'

い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
¥
マ
当
日
母
子
手
帳
は
必
ら
ず
ご
特
参
く

予
約
サ
ー
ビ
ス
:
;
:
読
み
た
い
本
を
予

t

だ
さ
い
。
ま
た
お
出
か
け
の
前
に
お
子

約
で
き
ま
す
。
食
さ
ん
の
体
温
を
計
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

複
写
サ
ー
ビ
ス
:
:
:
本
・
新
聞
・
雑
誌
*
マ
受
付
時
間
各
自
共
午
後
1
時
1
2
時

な
ど
(
図
書
館
に
備
え
食
ま
で
。

つ
け
の
資
料
の
み
)
を
*

複

写

し

ま

す

。

会

魚
津
市
立
図
書
館
電
話
n
|
0
4
6
2
*



移動図書館“ふみかぜ号"

巡回日程
(1)10.00 -10.50 

駐車時間
(3)13.00-13.50 

(2)11. 00 -11 . 50 

(4)14.00 -14. 50 

巡回日
地区

駐車地 駐車場所 駐車
番号 時間

5月7日
16 大海寺野 雄峰団地 (1)

('lo 
34 三ケ 鉄工センター (2)
35 鉢 白 倉 小 学 校 (3)

02 長引野 長引野谷口宅前 (1) 
5月10日 03 小川寺 西布施連絡所 (2)

幽 29-A 青島 青島社宅広場 (3)
32 平伝寺 平伝寺沢田宅前 (4) 

10 奥平沢 片貝第2発電所 (1) 
5月13日 12 島尻 片員連絡所 (2)

(月) 13-A 奥東城 奥東城法盛寺 (3)
13 前東城 前東城吉田宅前 (4) 

5月14日 15 横枕 横枕減菌室前 (1)

(刈
09 加積 加積郵便局前 (2)I 

08 =Et 3 島 吉島市営住宅 (3)I 

22 鹿熊 松倉連絡所 (1)
5月17日 24 観音堂 松倉農協前 (2)

目白 21 宮津 宮津村上高庖前 (3) 
33-A 住吉 住吉4区住宅 (4)

25 有山 有山パス停附近 (1) 
5月20日 26 吉野 上中島連絡所 (2)

開) 17-8 上野方 上野方連絡所 (3)
36 火の宮 勤労青少年ホーム (4) 

5月21日
16 大海寺野 雄峰団地 (1)

(刈
34 三ケ 鉄工センター (2)
35 鉢 白 倉 小 学 校 (3)

J
w
w
と
縁
の
図
書
館
前
広
場
“

市
で
は
、
花
と
緑
に
よ
る
美
し
い
ゆ

た
か
な
環
境
づ
く
り
を
す
す
め
て
お
り

ま
す
。

こ
の
ほ
ど
図
書
館
前
広
場
に
幻

平
方
メ
ー
ト
ル
の
花
だ
ん
が
完
成

い
た

し
ま
し
た
。

こ
の
花
だ
ん
は
工
事
費
五
四
万
一
千

円
で
、
県
の
花
と
緑
の
銀
行
か
ら
モ
デ

ル
花
壇
設
置
補
助
金
三
六
万
一
千
円
を

，

l
l
!

‘'
F
j除

.

l

l

E

F

f

?

.

、

，

a

か
週
間

w
d乎
晶
中

F
も
司
郎
川
村
(
魚
族
紹
介
)
一

e

p

E

灯、一
'
J
4
・

〈
d
b

‘a
，

一

4
a
・1
-

1

1

4

ー

魚

山

水

肱

館

e

富
山
湾
は
、
神
路
な
と
こ
ろ
の
少
な
+

…

ホ

タ

ル

イ

カ

く

な

い

、
魅
力
に
ー
ん
だ
海
で
す
。

二

;ー
》

タ

ル

イ

カ

こ

そ

は

富
山
湾
の

ロ
マ
ン
…

inu--ー
)

チ

シ

ズ

ム

を

代

表

す

る

動

物

で

す

。
網
一

i
1
1
、

¥

/

の
中
で
、

青
く
輝
く
無
数
の
光
点
。
機
一

ふ

mwハパ
エJ
1
Jj
jー
レ
に
身
投
し
て
、
ふ
り
ま
わ
す
腕
の
く
る
…

S
灯

明

刊

い

三

l
t
¥
V
JW
く
る
ま
わ
っ
て
点
滅
す
る、

美
く
し
い
…

J
1内
1

1

/

¥

冴
え
き
っ
た
光
、
こ
ん
な
美
し
い
水
族
…

i
J
r
f
ff

/
¥

が
実
寸
位
す
る
一
階
は
ど
こ
に
も
な
い
し
、
'

4

郷
土
が

ほ
こ

っ
て
よ
い
動
物
で
す
。

一

沌
め
ぐ
り
は
取
材
の
た
め
し
ば
ら
く
休
み
ま
す
。

4

受
け
て
造
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

広
場
も
舗
装
さ
れ
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
憩
い
の
場
と
し
て
、
四
季
と
り
ど

り
の
花
が
、

訪
れ
る
皆
様
が
た
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

* 
日
本
脳
炎
予
防
接
種

唱町食

該

当

者

は

満

3
歳
以
上
臼
歳
ま
で
の

*
人
。
次
の
よ
う
な
人
は
受
け
な
い
よ
う

食
に
し
て
く
だ
さ
い
。
①
有
熱
患
者
、
心
臓

*
血
管
系
、
腎
臓
ま
た
は
肝
臓
に
疾
患
の

あ
る
入
、
糖
原
病
患
者
②
ア
レ
ル
ギ
ー

会
体
質
者
ま
た
は
け
い
れ
ん
性
体
質
者
③

*
妊
産
婦

会

校

下

一

回

目

二

回

目

*

片

貝

5
月
白
日

6
月
7
日

'
合
西
布
施

5
月
白
日

6
月
7
日

マ
一
万
円

1
北
中
田
村
喜
一

一
〉
二
万
円
合
マ
場
所

l
い
づ
れ
も
各
小
学
校

マ
受

l
大
老
寺
大
村
雅
紹
マ
一
万
五
千
円

l
A
M
付
時
間
は
午
後
1
時
1

2
時

金
浦
町
四
十
本
宏
マ
一
万
円

1
北
鬼
江
マ
料
金
一
回
こ
っ
き

6
歳
未
満
、
一
一

合

』

川
岸
久
一
郎
マ
一
万
円

l
本
町
二
丁
目

O
円
6
歳
以
上
一
六

O
円。

A
H
 

魚
岸
恭
弘
マ
一
万
円
新
角
川
一
丁
目
津
マ
他
の
校
下
は

6
月
号
に
記
載
し
ま
す
。

回
武
治
マ
一
万
円

l
本
町
二
丁
目
広
浜
*女

胃

の

検

診

松
栄
マ
二
万
円

l
吉
島
吉
島
松
信
マ
五
世

千
円

l
仏
国
種
田
は
る
マ
一
万
円

l
下

*

胃
ガ
ン
検
診
を
次
の
と
お
り
行
な
い

村
木
町
田
原
源
治
マ
二
万
円

1
並
木
町
交
ま
す
。
希
望
者
は
5
月
9
日
ま
で
生
活

金
谷
志
津
子
マ
一
万
円

1
吉
島
長
谷
河
合
環
境
課
へ
お
早
め
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

重
夫
マ
二
万
円

1
持
光
寺
岩
崎
正
治
マ
食
マ
一
会
場
回
名
程
度
が
限
度
で
す
。

一
万
円
H
H
新
金
屋
一
丁
目
杉
森
弥
三
吉
*
マ

5
月
日
日
制

l
魚
津
公
民
館
。

マ
一
千
円

1
本
町
二
丁
目
西
崎
み
よ
マ
マ

5
月
お
日

ω
l青
少
年
ホ

l
ム。

会

二
千
九
円

l
愛
の
募
金
箱
マ
五
千
五
百
マ
受
付
時
間
、
各
自
共
午
前
9
時
1
午

合

十
五
円

1
埋
没
林
館
保
存
池
か
ら
社
会
前
日
時
料
金
二

O
O
円

女

教
育
課
マ
六
千
七
百
二
十
円
H
H
富
山
銀
⑪
胃
ガ
ン
検
診
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、

行
魚
津
支
庖
行
員
一

同
マ
六
千
六
百
四
*
当
日
朝
食
、
お
茶
、
煙
草
な
ど
召
し
上

十
円

1
第
二
回
手
芸
展
売
上
金
北
陸
電
食
が
ら
な
い
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

力
魚
津
営
業
所
マ
二
千
円

l
本
江
大
西
合

成

人

病

相

談

富
士
男
マ
三
千
円
H
H
匿
名
マ
三
万
円

l
会

富
山
銀
行
富
山
支
鹿
長
代
理
広
田
周
一
*
マ

5
月
8
日
附
5
月
辺
日
制
各
自
午

マ
清
酒
一
本

1
匿

名

合

後

1
時
1

3
時
マ
場
所

1
市
庁
舎
保
健

魚

津

善

意

銀

行

室

(

一

階

正

面

右

端

)

マ

検

診

料

l
無

-R 

9 
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ぉ
知
ら
な
y

せ
ー
議
mレ

-
し
尿
く
み
取
り
料
集
金
人
の

ご
案
内

昭
和
四
十
九
年
度
の
し
尿
く
み
取
り

手
数
料
集
金
は
次
の
人
に
委
託
し
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
二
宮
佐
代
子
@
寺
田
せ
つ
@
三
井
郁

子
①
村
上
清
作
①
高
瀬
容
子
①
高
橋
富

滋
栄
①
北
野
伶
子
①
法
原
ち
え
子
①
沢

田
悦
子
①
中
島
千
恵
子
①
幅
咲
子
①
油

本
ふ
み
@
川
岸
み
ゆ
き
①
林
栄
子
①
浜

住
洋
子
①
荒
木
禎
子
①
高
橋
美
恵
子
①

朝
野
松
枝
①
谷
林
寿
美
子
の
皆
さ
ん

0

・
昭
和
伺
年
度
前
期
技
能
検
定

実
施
に
つ
い
て

L
受
験
申
請
受
付
期
間

昭
和

ω年
5
月
7
日
ω
1
5
月
幻

日
必

2
実
施
職
種
(
お
職
種
訂
作
業
)

な
お
実
施
職
種
の
内
鋳
造
外
日
職

種
に
つ
い
て
は
、
技
能
五
輪
全
国

大
会
富
山
県
予
選
も
か
ね
て
行
な

い
ま
す
。

詳
細
は
富
山
県
職
業
訓
練
課

電
話
0
7
6
4
側
1
4
1
1
1

も
し
く
は
富
山
県
技
能
検
定
協
会

富
山
市
新
富
町
2
1
4
l
n

県
商
工
会
ピ
ル
内

電
話
0
7
6
4
ω
1
9
8
8
3

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

-
海
上
保
安
学
校
(
航
海
科
機

関
課
程
)
学
生
募
集

受
付
期
間
昭
和
羽
年
4
月

n
日
開

1

5
月
刊
日
幽

受
験
資
格
昭
和
お
年
4
月
2
日
以
降

生
ま
れ
た
男
子
で

@
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者

@
高
等
専
問
学
校
の
第
3
学
年
を
修
了

し
た
者

。
大
学
入
学
資
格
検
定
に
合
格
し
た
も

の
ど
れ
か
一
つ
に
該
当
す
る
も
の

試

験

日

昭

和

ω年
6
月
9
日

試

験

地

金

沢

市

採
用
予
定
者
約
卯
名

く
わ
し
い
こ
と
は
、
伏
木
海
上
保
安
部

(
高
岡
市
伏
木
錦
町
一
一

l
一
五
)

電
話
0
7
6
6
側
1
0
1
9
7

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

-
危
険
物
取
扱
者
試
験
の
実
施

試

験

種

別

乙

種

4
類
お
よ
び
丙
種

試
験
日
昭
和
的
年
6
月
日
日

試
験
場
所
魚
津
市
立
西
部
中
学
校

受
験
願
書
受
付

昭
和
的
年

5
月
7
日
か
ら

5
月
初
日

ま
で

講

習

会

昭

和

ω年
6
月
1
日
3
日
4

日
く
わ
し
い
こ
と
は
、
消
防
署
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

電
話

ωー

0
2
9
5

-
内
職
相
談
員
配
置
の
お
知
ら
せ

内
職
相
談
員
の
補
充
が
お
く
れ
て

ご
不
自
由
を
か
け
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
た
び
県
の
委
嘱
に
よ
っ
て
、
岩
城
玉

子
相
談
員
が
就
任
さ
れ
、

5
月
1
日
か

ら
市
役
所
市
民
相
談
室
内

(
1
階
)
に

配
置
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
内
職
等
の
ご

希
望
、
ご
相
談
の
方
は
、
月
、
水
、
金

曜
日
の
駐
在
日
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

(
電
話
、
市
役
所
内
線
二
二
九
番
)

担
当
商
工
水
産
課

ち
ょ
っ
と
の
油
断
.
か

大
事
の
も
と
で
す

-6月
の

歩

ニ

う

会

6
月
の
歩
こ
う
会
は
、

2
日
(
日
)

松
倉
城
方
面
に
行
き
ま
す
。

コ
ー
ス
は
、
電
鉄
魚
津
駅
前
午
前
8

時
初
分
発
の
坪
野
行
き
パ
ス
に
乗
車
、

北
山
で
下
車
、
池
谷
|
小
菅
沼
|
松
倉

城
|
鹿
熊
と
歩
き
、
鹿
熊
か
ら
パ
ス
で

帰
り
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
、
午
前
8
時
加
分
ま

で
中
食
を
お
持
ち
の
う
え
、
電
鉄
魚
津

駅
前
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。
(
パ
ス

代
二
百
九
十
円
)

な
お
、
パ
ス
時
聞
の
変
更
が
行
な
わ

第
三
四
二
号

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
食
料
マ
心
電
図
、
血
圧
測
定
、
健
康
相
談
を

だ
さ
い
。

*
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、

会
一
週
間
前
に
保
健
係
に
連
絡
し
て
お
気

・
特
設
人
権
相
談
開
設

-R軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
マ
連
絡
先
内

つ
ぎ
に
よ
り
特
設
人
権
相
談
所
が
開
会
線
2
5
7
番

設
さ
れ
ま
す
か
ら
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

*

日
時

5
月
8
日
午
前
叩
時
i
午
後
3

会

時魚
津
市
立
図
書
館

婦

人

検

診

合
婦
人
検
診
を
次
の
と
お
り
行
な
い
ま

す
。
希
望
者
は

5
月
日
日
ま
で
生
活
環

合
境
課
へ
お
早
め
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

*
一
会
場
別
名
程
度
が
限
度
で
す
。

5
月
3
日
掛
と

6
日
仰
の
祝
祭
日
も
ゴ
食
マ

5
月
お
日

ω
l魚
津
公
民
館

ミ
を
集
め
ま
す
の
で
、
該
当
区
域
の
方
*
マ

5
月
訂
日

ω
i青
少
年
ホ
ー
ム

は
当
日
朝
8
時
ま
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。
会
マ
受
付
時
間
各
日
共
午
後
l
時
却
分
1

翌
日
出
さ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
*
午
後
2
時
初
分
料
金
一
五

O
円

場
所

。
祝
祭
日
の
ゴ
ミ
収
集

-
調
停
相
談
会
開
催

左
記
日
時
場
所
に
お
い
て
調
停
の
相
合

談
会
を
聞
き
ま
す
か
ら
相
談
ご
と
が
あ
合

り
ま
し
た
ら
気
軽
に
お
出
で
く
だ
さ
い
。
合

一
、
日
時
来
る

5
月
日
日
午
前
日
時

1
会

午
後

4
時

*

一

、

場

所

魚

津

市

民

会

館

会

主
催
富
山
地
方
家
庭
裁
判
所
魚
*

津
一
又
部
、
魚
津
簡
易
裁
判
会

所
、
魚
津
調
停
協
会

-
行
旅
死
亡
人
案
内

つ
ぎ
の
行
旅
死
亡
人
の
通
知
が
あ
り
*

ま
し
た
の
で
、
心
あ
た
り
の
方
は
市
役
合

所
市
民
課
へ
お
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
合

(
性
別
・
年
令
・
身
長
・
処
置
の
順
)
会

マ
女
生
後
間
も
な
い
嬰
児
・

ωγ
伝
合

新
潟
県
村
上
市
大
字
岩
船
共
葬
墓
地
に
み
M

仮
埋
葬

編
集
発
行
人

i章

魚

市

会

-a 
唱町さz

人口のうごき ( 3月末)

* 
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- 10ー

世待数 12.085世帯

人口(男) 22.917人

(女) 24.929人

計 47.846人

男女針

生 28人 36人 64人

亡 20 21 41 

入 124 142 266 

出 200 169 369 

出

死

転

転

印
刷

魚
津
印
刷
株
式
会
社


